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 「小学校算数科において効果的な習熟度別指導を実施するための研修会」を８月末に実施しました。全

小学校から習熟度別指導担当等の先生方に参加いただきまして、ありがとうございました。 

 既に御案内のとおり、国や都が実施している学力調査の結果から、算数科において、習熟の遅れがちな

児童の割合が増加していることや、習熟の進んでいる層から遅れがちな層まで幅広く分布しているという

現状が明らかになっています。そのため、「つまずきに応じた指導の工夫」や「前の学年までの内容に立ち

戻る指導の徹底」が求められているのです。これまでも、各学校において、実態に応じた習熟度別指導を

行ってきたところですが、現在の学年の内容が身に付いていないまま進級し、次の学年の学習内容が分か

らない児童が一定程度いる状況には変わりありません。このような現状を踏まえ、策定されたのが「東京

方式 習熟度別指導ガイドライン《小学校算数》」です。ガイドラインには、 

○一人ひとりの児童・生徒の学力を伸長する観点から、習熟の遅いコース（補充コース）は教科書の各

単元の基本的な内容までを、習熟の早いコース（発展コース）は発展的な内容を扱うなど、取り扱う

内容に差異を設け、設定した学習到達度まで確実に引き上げていくこと。 

 ○学習指導要領に従っているのであれば、教科書に記載された内容の全てを教える必要はなく、例え ば

例題レベルの問題等の各単元の基本的な事項のみを扱ったとしても、問題はないこと。 

 ○「習熟の程度に応じた習熟度別指導の徹底」「学年を超えて分からない箇所に立ち戻る指導の徹底」「『で

きる』『分かる』まで繰り返し指導の徹底」を行うこと。 

などが明記されています。これらについて改めて御理解いただく貴重な機会になったと思っています。 

 来年度からは、指導方法工夫改善加配による習熟度別指導を小学校算数科で行う際には、「東京方式 習

熟度別指導ガイドライン」に基づいて行うことになります。各学校においては、来年度からの準備を進め

ていただき、効果的な習熟度別指導をより一層充実していただきますよう、お願いします。 

平成 2６年８月 29 日 

通巻 第 41 号 

東京都教育庁指導部     

義務教育特別支援教育指導課 

●●効果的な習熟度別指導の実施に向けて 

（「東京方式 習熟度別指導ガイドライン《小学校算数》」について）●● 
指導部主任指導主事  平井 邦明 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

SSccrruumm  ―スクラム― 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 
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東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図るこ

とを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしていただ

ければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、順次「学び応援ページ」に掲載します。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 
東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このバナーがあります！  

    

学び応援ページを御活用ください！ 
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東東東京京京方方方式式式   習習習熟熟熟度度度別別別指指指導導導ガガガイイイドドドララライイインンン   

《《《小小小学学学校校校算算算数数数》》》にににつつついいいててて   

 小学校算数科において、平成２７年度から習熟度別指導ガイドラインに基づいた効果的な習熟度別指

導を実施することになります。８月２６日（火）と２７日（水）には、全小学校の算数科における習熟

度別指導担当等の先生方を対象とした「小学校算数科において効果的な習熟度別指導を実施するための

研修会」を開催し、ガイドラインの意義や内容、実施方法を確認しました。 

 

「習熟度別指導ガイドライン」３ページより 

(1) 指導方法・指導体制等について 

①児童の特性の理解と習熟の程度の的確な把握 

②習熟の程度等に応じた効果的な学習集団の編成 

③既習事項の学び直しや反復学習などによる「補

充的な指導」の実施 

④発展的な内容の学習や課題学習などによる「発

展的な指導」の実施 

⑤学習集団の特性に応じた教材・教具等の活用 

(2) 校内の推進体制等について 

①習熟度別指導推進のための校内委員会等の組織

の設置 

②校内推進計画の作成 

③児童や保護者への説明及び意見聴取 

(3) 具体的な目標（達成水準）の設定について 

①東京ベーシックドリルのクリア 

②「学力向上を図るための調査」の目標値のクリ

ア 

「習熟度別指導ガイドライン」７～８ページより 

 新規実施校の両校とも、ガイドラインに沿った習熟度別指導の実施により、 

・推進のための委員会での話し合い及び推進計画により、個に応じた的確な指導ができてきた。 

・「立ち戻る指導」により、児童のつまずきが減り、学習意欲が向上してきた。 

・具体的な達成水準の設定により、教員の意識が高まり、より授業力を向上させる取組ができてきた。 

 という報告がされました。 

台東区立 
忍岡小学校 

＜主な報告内容＞ 

・３コースの設定 

 及び具体的な指導内容 

・「学習計画表」と「ふりかえりカード」の活用 

・児童の変容 

板橋区立 
志村第三小学校 

＜主な報告内容＞ 

・３コースの学習内容 

 及び担当教員の打ち合わせの方法 

・繰り返し説明させる場の設定 

・学力の向上 
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小平市立 
小平第九小学校 

＜主な報告内容＞ 

・全ての授業における 

 習熟度別指導の実施 

・算数授業研修会の実施（OJT） 

・保護者へのアプローチ 

・分かる授業の６つのポイント 

 ５年以上前から先行的に習熟度別指導に取り組んでいる２校の実践報告がありました。 

 研修会に参加した先生方のアンケートには、 

・先行的に実施している学校の取組から、習熟度別学習の効果を実感することができた。 

・学習集団編成のポイントがよく分かった。 

・習熟度別指導に関する校内の研修会を年間の計画に入れていこうと思う。 

 などの感想が見られました。 

 研修会では、来年度からの全面実施に向けた取組状況の把握のために、 

現在の勤務校において「ガイドラインの理解」「立ち戻る学習などの指導方法」「推進のための組織の

確立」等、効果的な習熟度別指導の実施に向けた準備の進捗状況はどれくらいですか。 

 というアンケートを実施しました。結果は以下のグラフのとおりです。 

  
習熟度別指導の実施に向けた準備の進捗状況(単位：％) 「十分準備できている」「ほぼ準備できて

いる」の回答は 55％程度でした。 
「あまり準備できていない」「まったく準
備できていない」という回答のうち、“不
足している内容”として多かったのは、 
・校内の推進委員会等、組織の設置 
・単元指導計画の作成と共通理解 
でした。他にも、 
・ガイドラインの必須事項の共通理解 
・立ち戻る指導の方法 ・達成水準の設定 
などが挙げられました。 

 研修会では、「学力向上を図るための教材等作成委員会
（習熟度別指導部会）」作成の資料を活用し、単元指導計
画の立案や、コースごとの学習内容の差異の設定について
も考えていただきました。 
 右の「実施状況チェックリスト」（ガイドライン１９ペ
ージ）を活用して、効果的な習熟度別指導を実施するため
の各校の進捗状況を再度御確認いただき、校内体制の確立
等、準備を進めてくださいますよう、お願いします。 

武蔵野市立 
第三小学校 

＜主な報告内容＞ 

・実態把握のための 

レディネステスト 

・技能と思考の２軸による学習集団編成 

・論理的思考力の育成（板書とノート指導） 

・習熟の程度に応じた教材開発 
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 文部科学省が平成 25 年 12 月に発表した「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」では、

「初等中等教育段階からグローバル化に対応した教育環境づくりを進めるため、小学校における英語教

育の拡充強化、中・高等学校における英語教育の高度化など、小・中・高等学校を通じた英語教育全体

の抜本的充実を図る。」と述べられています。小・中学校段階では以下のような内容について、現在、

検討が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●小・中学校における外国語（英語）教育の充実に向けて●● 

○小学校３・４年 外国語活動の設定 週１～２コマ程度 

目標：コミュニケーション能力の素地を養う。 

○小学校５・６年 外国語活動の教科化 週３コマ程度 

目標：読むことや書くことも含めた初歩的な英語の運用能力を養う。 

○中学校 授業は英語で行うことを基本とする。 

目標：身近な事柄を中心に、コミュニケーションを図ることができる能力を養う。 

CEFR A1～A2程度 （英検 3級～準 2級程度等） 

 

今後の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導 
要領改訂 

東京オリンピック･ 
パラリンピック 

新学習指導要領 
(小学校英語)の 
先行実施 

平成 26年度 平成 27年度 平成 32年度 平成 31年度 平 30年度 平成 29年度 平成 28年度 

 現在、文部科学省では、この計画を発表した上で、各都道府県の英語教育推進リーダーを育成する

ための「英語教育推進リーダー中央研修」を実施しています。 

 なお、小学校５・6年での教科化において課題となる、専科教員の配置など指導体制や人材の確保

に関わることは、まだ示されていません。 

また、小学校の外国語については、２年前倒しで、先行実施が予定されています。ただし、この先

行実施は、①３・４・５・６年全てを先行実施する。②３・４年の外国語活動のみ先行実施とする。

③５年生だけ教科化し、３・４・６年は外国語活動のままとする。といった様々なパターンが検討さ

れており、現在のところ、どのように先行実施するかは決定されていません。 

 都教育委員会は、「東京都英語教育戦略会議」を設置し、現在、「使える英語力」の育成、英語授業

の改善、教員の指導力向上等について検討するとともに、小学校で「英語」が教科化された場合の課

題の整理と施策の方向性について、検討しているところです。 

 加えて、以下の二つの委員会で、外国語・外国語活動の授業改善や、学校全体としての取組の推進

等について、検討しています。 

●小学校外国語活動推進委員会 

  小学校５・６年での教科化及び、３・４年での外国語活動実施を視野に入れながら、各小学校に

おける外国語教育の充実に向けたパンフレットを作成して、全ての公立小学校の全教員へ配布しま

す（平成27年3月）。 

●英語教育指導方法改善検討委員会 

  中学校外国語（英語）において、生徒一人ひとりの英語による自己表現力及びコミュニケー

ション能力の向上に向けて、少人数・習熟度別指導の推進等の施策について検討しています。 

新学習指導要領 

全面実施 


